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*　本稿は、2018年 9 月 8 日に中部大学で行われた国際会計研究学会第35回研究大会におけ
る自由論題報告に基づいている。



































教科書である Comparative International Accountingの内容について著者自身が述懐した Parker（2016））
などに大別できる。以下では、これらの研究のうち、代表的な論考である 3 点を取り上げて、
先行研究の到達点について言及を行う。
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リーに関しては、Nobes（2015）の 6 つのカテゴリー（基準設定主体；基準の内容；IFRS アドプショ











連性研究は本来、第 6 カテゴリーである「IFRS 導入に対する市場の反応」に該当するが、総
合的に判断して第 5 カテゴリーの「IFRS 導入の会計数値への影響」に含めている。また、明
示的に IFRS に関して議論していない研究に関して、例えば、「なぜ現在の財務報告において
将来見積が増えているのか」という課題に対して、概念的な議論を行った Barth（2006）では、
本文中、IFRS への言及は 3 回、また、IASB への言及は 4 回のみだが、全体を読みとおした
限り、IFRS における原則主義の拡大傾向を前提として議論をすすめていることがわかるため、































































































































（ 1 ）　対象ジャーナルは、Contemporary Accounting Research（CAR）、Journal of Accounting and 
Economics（JAE）、Journal of Accounting Research（JAR）、Review of Accounting Studies（RAS）、お











2018年 3 月15日から17日の 3 日間に行った。ただし、GoogleScholar に出てこない論文に関しては、補
足的に Google での検索を行い、被引用数をカウントしている。
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研究カテゴリー 2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 合計
基準設定主体 0 2 2 0 4 1 5 6 2 4 26（ 4.6%）
基準の内容 4 10 10 6 6 11 4 8 6 19 84（15.0%）
IFRS アドプション 6 8 11 8 8 11 9 10 8 9 88（15.7%）
会計実務 4 4 5 4 9 19 20 21 23 19 128（22.8%）
IFRS 導入の会計
数値への影響
3 8 6 5 9 15 19 22 19 10 116（20.7%）
IFRS 導入に対する
市場の反応
1 6 8 10 8 11 11 16 29 19 119（21.2%）
合計 18 38 42 33 44 68 68 83 87 80 561（100%）
図表 5 　分析手法別　論文数の推移
分析手法 2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 合計
分析的研究 0 1 0 0 0 3 1 3 1 1 10（ 1.8%）
概念的・解釈的・
歴史的研究
8 13 10 15 17 18 15 12 8 16 132（23.5%）
事例研究 1 2 8 1 3 4 4 1 3 4  31（ 5.5%）
経験的アーカイバル
研究
6 15 11 11 19 33 35 49 47 40 266（47.4%）
実験的研究 0 0 3 1 0 3 1 3 3 2 16（ 2.9%）
調査研究 3 7 10 5 5 7 12 15 25 17 106（18.9%）
合計 18 38 42 33 44 68 68 83 87 80 561（100%）




分析手法 2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 合計
分析的研究 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0（ 0.0%）
概念的・解釈的・
歴史的研究
0 2 0 0 3 0 2 4 0 1 12（46.2%）
事例研究 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1（ 3.8%）
経験的アーカイバル
研究
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0（ 0.0%）
実験的研究 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0（ 0.0%）
調査研究 0 0 1 0 1 1 3 2 2 3 13（50.0%）
合計 0 2 2 0 4 1 5 6 2 4 26（100%）
図表 7 　「基準の内容」研究分析手法別　論文数の推移
分析手法 2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 合計
分析的研究 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1（ 1.2%）
概念的・解釈的・
歴史的研究
3 8 6 5 6 9 4 4 3 12 60（71.4%）
事例研究 0 1 2 0 0 1 0 0 0 0 4（ 4.8%）
経験的アーカイバル
研究
0 0 0 0 0 1 0 1 1 1 4（ 4.8%）
実験的研究 0 0 0 1 0 0 0 1 0 1 3（ 3.6%）
調査研究 1 1 2 0 0 0 0 2 2 4 12（14.3%）
合計 4 10 10 6 6 11 4 8 6 19 84（100%）
図表 8 　「IFRS アドプション」研究分析手法別　論文数の推移
分析手法 2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 合計
分析的研究 0 0 0 0 0 1 0 1 0 0 2（ 2.3%）
概念的・解釈的・
歴史的研究
4 3 4 7 5 7 5 2 1 1 39（44.3%）
事例研究 1 0 4 1 1 1 2 0 2 2 14（15.9%）
経験的アーカイバル
研究
1 3 0 0 0 1 1 2 0 3 11（12.5%）
実験的研究 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1（ 1.1%）
調査研究 0 2 3 0 2 1 1 5 4 3 21（23.9%）
合計 6 8 11 8 8 11 9 10 8 9 88（100%）
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図表 9 　「会計実務」研究分析手法別　論文数の推移
分析手法 2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 合計
分析的研究 0 1 0 0 0 1 1 0 0 0 3（ 2.3%）
概念的・解釈的・
歴史的研究
1 0 0 1 3 1 4 2 2 2 16（12.5%）
事例研究 0 1 0 0 2 1 2 1 2 1 10（ 7.8%）
経験的アーカイバル
研究
1 0 3 1 3 10 5 12 7 9 51（39.8%）
実験的研究 0 0 0 0 0 1 1 2 2 1 7（ 5.5%）
調査研究 2 2 2 2 1 5 7 4 10 6 41（32.0%）
合計 4 4 5 4 9 19 20 21 23 19 128（100%）
図表10　「IFRS 導入の会計数値への影響」研究分析手法別　論文数の推移
分析手法 2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 合計
分析的研究 0 0 0 0 0 0 0 2 0 0 2（ 1.7%）
概念的・解釈的・
歴史的研究
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0（ 0.0%）
事例研究 0 0 1 0 0 1 0 0 1 1 4（ 3.4%）
経験的アーカイバル
研究
3 7 2 4 9 12 19 19 13 9 97（83.6%）
実験的研究 0 0 2 0 0 2 0 0 1 0 5（ 4.3%）
調査研究 0 1 1 1 0 0 0 1 4 0 8（ 6.9%）
合計 3 8 6 5 9 15 19 22 19 10 116（100%）
図表11　「IFRS 導入に対する市場の反応」研究分析手法別　論文数の推移
分析手法 2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 合計
分析的研究 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 1（ 0.8%）
概念的・解釈的・
歴史的研究
0 0 0 2 0 1 0 0 1 0 4（ 3.4%）
事例研究 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0（ 0.0%）
経験的アーカイバル
研究
1 5 6 6 7 9 10 15 25 18 102（85.7%）
実験的研究 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1（ 0.8%）
調査研究 0 1 1 2 1 0 1 1 3 1 11（ 9.2%）
合計 1 6 8 10 8 11 11 16 29 19 119（100%）









カイバル研究 実験的研究 調査研究 合計
基準設定主体 0 12 1 0 0 13 26
基準の内容 1 60 4 4 3 12 84
IFRS アドプション 3 40 12 12 0 21 88
会計実務 3 16 10 51 7 41 128
IFRS 導入の会計
数値への影響
2 0 4 97 5 8 116
IFRS 導入に対する
市場の反応
1 4 0 102 1 11 119
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図表14　被引用数による論文のランク付け














































































15 Penman,2007 Financialreportingquality: Is fair
valueaplusoraminus?
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著者名 論文名 ジャーナル 被引用数
17 DeFond,Hu,Hung,
andLi,2011
The impact ofmandatory IFRS
adopt i on  on  f o re ign  mutua l






















順位 ジャーナル名 IF 合計 IF 平均
1 Journal of Accounting and Economics 65.270 6.527
2 Journal of Accounting Research 51.799 5.180
3 The Accounting Review 39.760 3.976
4 Accounting, Organizations and Society 25.218 2.522
5 Review of Accounting Studies 23.808 2.381
6 Contemporary Accounting Research 23.644 2.364
7 Accounting Horizons 12.133 1.213
8 Journal of Accounting and Public Policy  8.984 0.898
9 Accounting, Auditing and Accountability Journal  8.829 0.883
10 Critical Perspectives on Accounting  8.316 0.832
11 Journal of Business Finance and Accounting  8.254 0.825
12 European Accounting Review  7.939 0.882
13 Accounting and Business Research  6.973 0.697
14 Journal of Accounting, Auditing and Finance  6.595 0.660
15 International Journal of Accounting Information Systems  6.035 0.604
16 British Accounting Review  5.887 0.589
17 Accounting Forum  5.406 0.541
18 Review of Quantitative Finance and Accounting  4.912 0.491
19 Abacus  4.900 0.490
20 Journal of International Accounting, Auditing and Taxation  4.630 0.463
＊本表のランキングは ScimagoJournal&CountryRank（http://www.scimagojr.com/journalrank.php　最終閲覧日2018年 3 月 3 日）に基づい
て作成した。2007年から2016年の Accountingカテゴリーにランキングされたジャーナルのうち、財務会計関連のジャーナルのみを抽出し、
インパクト・ファクター（impactfactor:IF）の合計額で順位付けしている。
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